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Copyright © 2004

このたびは、タイムスタンプ　　　　 をお買い上げいただきま

して、まことにありがとうございます。　　　 を安全に正しく

ご使用いただくために、お使いになる前にこの取扱説明書を、 

必ずお読みください。またお読みになった後は、いつでもお使い

いただけるように大切に保管してください。 

 

1.本書の内容につきましては、予告なしに変更することがありますのでご了承くだ

　さい。 

2.本書の内容につきましては、万全を期しておりますが、万一お気づきの点、ご不

　明の点などがありましたら、ご購入の販売店までお問い合わせください。 

3.運用に際しましては、本書の内容を十分に理解いただいた上でご活用ください。 

4.お客様が本機を運用された結果の影響につきましては、責任を負いかねることが

　ございますのでご了承ください。 

5.本書の内容の一部あるいは全部を、無断で複写することは禁止されております。 
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この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が
死亡または、重傷を負う可能性が想定される内容を
示しています。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをす
ると、感電する「危険」があることを示します。 

この表示は、分解してはいけないという、「禁
止」を示しています。 

この表示は、してはいけない、「禁止」行為
であることを示します。 

この表示は、必ず実行していただきたい内
容を示しています。 

この表示は、必ず電源プラグをコンセント
から抜いていただきたいことを示してい
ます。 

この機器を分解しないでください。 
内部には電圧の高い部分があり、感電のおそれがあります。 

この機器を改造しないでください。 
火災、感電のおそれがあります。 

万一、発熱していたり、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態が発生した場合は、すぐに電
源プラグをコンセントから抜いて、販売店にご連絡ください。そのまま使用すると、火災、感電のおそ
れがあります。 

表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。またタコ足配線をしないでください。火災、
感電のおそれがあります。 

電源コードを傷つけたり、破損したり、加工したりしないでください。また重いものをのせたり、引
っぱったり、無理に曲げたりすると電源コードをいため、火災、感電のおそれがあります。 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人
が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損
害のみの発生が想定される内容を示しています。 

1 1
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ぐらついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かないでください。 
落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることがあります。 

この機器の上に水などの入った容器または金属物をおかないでください。 
こぼれたり、中に入った場合、火災、感電の原因となることがあります。 

湿気やほこりの多い場所には置かないでください。 
火災、感電の原因となることがあります。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたるような場所に置かないでください。 
火災、感電の原因となることがあります。 

プラグを抜くときは電源コードを引っ張らないでください。 
（必ずプラグを持って抜いてください） 
コードが傷つき、火災、感電の原因となることがあります。 

本機器を移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いて行ってください。コードが傷つ
き、火災、感電の原因となることがあります。 

プリンターのヘッド部分には、触れないよう、ご注意ください。 
けが、火傷の原因となることがあります。 

電源プラグは奥まで確実に挿入してください。 
火災、感電の原因となることがあります。 

万一、この機器を落としたり、ケースを破損した場合は、電源プラグをコンセントから抜いて販売店に
ご連絡ください。そのまま使用すると火災、感電の原因となることがあります。 

濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。感電のおそれがあります。 

万一、異物（金属片、水、液体など）が機器の内部に入った場合は、すぐに電源プラグをコンセントから
抜いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災、感電のおそれがあります。 
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★電源ONですぐ使えます。 
年月日・曜日・時刻はセット済み。コンセントを差し込むだけで、すぐ
お使いいただけます。 
 
★任意のコメントを印字できます。 
カタカナを使って、任意のコメントを最大3行まで印字できます。 
また、任意のコメントと年・月・日・曜日・時・分・ナンバリングと
組み合わせることもできます。 
 
★豊富な定形の印字パターン 
年・月・日・曜日・時・分・ナンバリングの組み合わせた定形の印字
パターンを豊富にご用意。用途に合わせてご使用いただけます。 
 
★用紙を入れるだけの自動印字。 
用紙を入れるだけの自動印字が可能で、しかもその都度の印字したい
時刻やナンバリングの設定も不要です。 
 
★複写紙にも対応。 
ドットインパクト式印字ヘッドプリンターを搭載しているので複写紙に
も対応。 
複写伝票などに便利です。 
 
★便利なナンバリング機能。 
最大 8桁のナンバリングが可能です。開始ナンバーの設定や同じナン
バーの繰り返し回数も2～9回と使い勝手を考えました。 
 
★万年カレンダーやメモリー保持機能も内臓。 
万年カレンダー及び時刻がタイムスタンプ内にメモリーされているので、
月末、閏年、日付、時刻の調整が不要です。 
 
★自動サマータイム機能も搭載しています。 
サマータイムが導入されても安心。自動サマータイム機能がシッカリ
対応します。 
 
 
 

2.特長 



液晶表示 

リボンカセット 

印字ヘッド 

設定キー 
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3.ご使用になる前に 
付属品をお確かめください 

各部の名称 

 

壁掛け取り 
付けネジ2本 
 

取扱説明書（本書） 保証書　 

 

カギ2個 

 

底面にある「印字位置調整ツマ
ミ」を動かすことにより、用紙
の端からの印字位置を変える
ことが可能です。 

底面 

6-21 12:00

6-21 12:00

6-21  12:00

15m
m

30m
m

上ケース 液晶表示 

印字スイッチ 

カギ穴 

壁掛け用穴 
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すぐお使いいただくために 
 
タイムスタンプ内部の補助パッドをはずしてください。 

“カギ”をあけ“上ケース”をはず

します。 

“補助パッド”をはずします。 

“上ケース”を戻し“カギ”を閉め

ます。 

コンセントに電源プラグをさし

こみ、用紙を挿入すればお使い

いただけます。 

コンセントにさしこむ前に
補助パッドを必ずはずして
ください。 

補助パッド 

C
AUTION

CAUTION
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4.日常の操作 

底面にある「印字位置調整ツマ
ミ」を動かすことにより、用紙
の端からの印字位置を変える
ことが可能です。 

6-21 12:00

6-21 12:00

6-21  12:00

15m
m

30m
m

年月日・曜日・時刻はセット済みですので、コンセントにさしこむだけですぐお使い

いただけます。 

前述の「3.ご使用になる前に」を必ずお読みください。 

そのままの状態でもすぐお使いいただけますが、「印字パターン」などが実際

にご使用いただく場合と異なるときには、後述の「5.設定のしかた」をご参照

ください。 

印字位置の調整のしかたは、下記の『印字位置調整ツマミ』の項をご参照くだ

さい。 

次のような場所でのご使用は避けてください。 

●湿気やほこりの多い場所 

●直射日光のあたる場所 

●振動の激しい場所または常時振動が発生する場所 

●気温が－5℃以下や、45℃以上の場所 

●化学薬品やオゾンなどの影響をうける場所 

底面 

設置について 
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5.設定のしかた 
設定の準備 
時刻や日付、ナンバリング、印字パターンなどを設定する前に、“カギ”を開け“上ケー

ス”を外して、設定できる状態にします。 

設定をする時は、コンセントに電源プラ

グをさしこみ通電した状態で行ってく

ださい。 

右図のように“カギ”を開け、“上ケース”の

左右2ヶ所を持ち、上に引き上げ外します。 

各設定キーの機能 
 

選択キー：設定する項目を選択します。 
変更キー：設定する値を変更します。1回押すたびに数値が1加算されます。 
セットキー：変更した値を確定します。確定後、もう一度押すと、設定モードから
　　　　　　通常のご使用状態に戻ります。 

各設定は、液晶表示を見ながら選択キー、変更キー、セットキーを使って行うこと

ができます。 

設定キー 
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日付の設定 
 

例　2005年10月20日を同年同月21日に変更する場合 
 

選択キーを押して、“▲”印を“日
付”に合わせます。 
このとき、“年”が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、“年”は2005年のまま変
更しませんので、このままセット
キーを押します。 
これで2005年が設定できました。 
このとき表示の点滅は“年”から“月”
に移ります。 

“日”を変更します。 
（例20日→21日） 
変更キーを押して、“21”日に合
わせて、次にセットキーを押しま
す。 
これで21日が設定できました。 
このとき表示の数字が点滅から
点灯に変わります。 

日付 

選択 セット 

日 月 年 

変更 

日付 

選択 セット 変更 

日付 

選択 セット 変更 

日付 

選択 セット 変更 

例では、“月”は10月のまま変更
しませんので、このままセットキ
ーを押します。 
これで10月が設定できました。 
このとき表示の点滅は“月”から 
“日”に移ります。 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に
戻します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 
 

コロン 

日付 5
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時刻の設定 
 

例　10時08分45秒を10時09分00秒にする場合 

選択キーを押して、“▲”印を“時刻”
に合わせます。 
このとき、“時”が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、“時”は10時のまま変更し
ませんので、このままセットキー
を押します。これで10時が設定
できました。 
このとき表示の点滅は“時”から 
“分”に移ります。 
また、“秒”は“00”秒になります。 

時刻の“分”を変更します。 
（例8分→9分） 
変更キーを押して、“9”分に合わせ
て、次にセットキーを押します。 
（秒が進みだします。） 
これで9分が設定できました。 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に
戻します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 
 

時刻 

選択 セット 

分 時 秒 

変更 

コロン 

日付 

時刻 

選択 セット 変更 

時刻 

選択 セット 変更 
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時刻表示の設定 
 

例　24時制表示を設定する場合 

選択キーを押して、“▲”印を“時
刻表示”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、変更キーを押して、 
“2”(24時制表示)に合わせて、 
次にセットキーを押します。 
これで“時刻表示”を“24時制表
示”に設定できました。 
このとき表示の数字が点滅から
点灯に変わります。 

時刻 
表示 

選択 セット 変更 

時刻 
表示 

選択 セット 変更 

選択 セット 変更 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に
戻します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 
 

日付 3

コロン 

時刻表示 
AM/PM表示 
24時制表示 

表 示 
PM3:00 
15:00

設定値 
 1* 
2 

*は初期設定値 
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印字パターンの設定 
 

例　印字パターンを“月－日年時分”に設定する場合 

選択キーを押して、“▲”印を“印
字パターン”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、変更キーを押して、 
“3”（月－日年時分）に合わせて、 
次にセットキーを押します。  
これで“印字パターン”を“月―日
年時分”に設定できました。 
このとき表示の数字が点滅から
点灯に変わります。 

印字 
パターン 

選択 セット 変更 

印字 
パターン 

選択 セット 変更 

 

 1* 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16

 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30-1 

30-2 

30-3

印字パターン

月－日 時 分 

日－月 時 分 

月－日 年 時 分 

日－月 年 時 分 

年 月－日 時 分 

年 月－日 時 分 秒 

日 時 分 

曜日 日 時 分 

年 月－日  

月－日  

時 分 

定形コメント月－日 年  

定形コメント日－月 年  

定形コメント年 月－日

月－日 年 定形コメント 

日－月 年 定形コメント 

印字例 

6-21 10:00 

21-6 10:00 

6-21 '05 10:00 

21-6 '05 10:00 

05 6-21 10:00 

05 6-21 10:00:00 

21 10:00 

月 21 10:00 

05 6-21 

6-21 

10:00 

SENT 6-21 '05 

SENT 21-6 '05 

SENT '05 21-6 

6-21 '05 SENT 

21-6 '05 SENT  

印字パターン

年 月－日 定形コメント 

定形コメント日 時 分  

ナンバー 月－日 年  

ナンバー 日－月 年  

ナンバー 年 月－日  

月－日 年 ナンバー  

日－月 年 ナンバー  

年 月－日 ナンバー  

ナンバー 日 時 分  

ナンバー 月－日 時 分  

ナンバー 年 月－日 時 分  

ナンバー 年 月－日 時 分 秒  

ナンバー 

印字例 

05 6-21 SENT 

SENT 21 10:00 

000123 6-21 '05 

000123 21-6 '05 

000123 '05 6-21 

6-21 '05 000123 

21-6 '05 000123 

05 6-21  000123 

000123 21 10:00 

123 6-21 10:00 

123 '05 6-21 10:00 

123 '05 6-21 10:00:00 

00123 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に
戻します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 
 

コロン 

日付 3

設定値 設定値 

*は初期設定値 

任意コメント 

（15ページを参照ください） 
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印字形式の設定 
 

例　西暦印字の桁数を“４桁”に、分の印字形式を“60分を100分割した印字”に、
桁合せの「0」付き印字を“あり”に設定する場合 

選択キーを押して、“▲”印を“印
字形式”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、変更キーを押して、“西
暦印字”の桁数を“2”（4桁）に合
わせて、次にセットキーを押します。 
これで“西暦印字の桁数”を“4桁”
に設定できました。 
このとき表示の点滅は“西暦印字
の桁数”から“分の印字形式”に移
ります。 

次に、変更キーを押して、“分の
印字形式”を“2”（100分割）に合
わせて、セットキーを押します。 
これで“分の印字形式”を“60分
を100分割した印字”に設定でき
ました。 
このとき表示の点滅は“分の印字
形式”から“桁合せの「0」付き印字”
に移ります。 

選択 セット 変更 

印字 
形式 

桁合せの 
「0」付き印字 

分の印 
字形式 

選択 セット 変更 

印字 
形式 

選択 セット 変更 

印字 
形式 

西暦の 
桁数 

西暦印字の桁数 
２桁 
4桁 

印字例 
　　　　6-21 '05 10:00 
　　　　6-21 2005 10:00

設定値 
1* 
2 
 

分の印字形式 
60分割（通常の印字） 
100分割（60分を100分割した印字） 
20分割（3分で5ずつ繰り上がる印字） 
10分割（6分で1ずつ繰り上がる印字） 

印字例（2005年6月21日10時10分） 
6-21 2005 10:10 
6-21 2005 10.17 
6-21 2005 10.15 
6-21 2005 10.1

設定値 
 1* 
2 
3 
4 
 *は初期設定値 

*は初期設定値 



17

13 13

次に、変更キーを押して、“桁合
せの「0」付き印字”を“2”（あり）
に合わせて、セットキーを押しま
す。 
これで“桁合せの「0」付き印字”を
“あり”に設定できました。 
このとき表示の数字が点滅から
点灯に変わります。 
 

選択 セット 変更 

印字 
形式 

桁合わせの「0」付き印字 
なし 
あり 

印字例（6月1日3時0分） 
　　　　　6-1 3:00 
　　　　　6-01 03:00

設定値 
1* 
2 
 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に
戻します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 
 

コロン 

日付 5

*は初期設定値 
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定形コメントの設定 
 

例　コメントを定形の“SENT”に設定する場合 

選択キーを押して、“▲”印を“コ
メント”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、変更キーを押して、 
“2”（SENT）に合わせて、次に 
セットキーを押します。 
これでコメントを定形の“SENT”
に設定できました。 
このとき表示の数字が点滅から
点灯に変わります。 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に
戻します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 
 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

コロン 

日付 

 

 1* 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13

定形コメント 

RCVD (Received) 
SENT 
IN 
OUT 
CFMD (Confirmed) 
FILED 
PAID 
USED 
FAXED 
VOID 
ORIGN (Original) 
APR'D (Approved) 
CMPL'D (Completed) 

印字例 

6-21 '05 RCVD 
6-21 '05 SENT 
6-21 '05 IN 
6-21 '05 OUT 
6-21 '05 CFMD 
6-21 '05 FILED 
6-21 '05 PAID 
6-21 '05 USED 
6-21 '05 FAXED 
6-21 '05 VOID 
6-21 '05 ORIGN 
6-21 '05 APR'D 
6-21 '05 CMPL'D

設定値 

*は初期設定値 



任意コメントの設定  
•最大3行までの任意コメントを設定できます。 
•注意：1行に印字できる文字数は、各文字のフォントサイズの合計により異なり、フォン 
トサイズの合計で160までの文字数となります。各文字のフォントサイズは39ページ

の文字コード一覧を参照ください。  
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15 15

選択キーを押して、“▲”印を“印
字パターン”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 

変更キーを押して、“印字パターン”
を“30”（任意コメント）に合わせ
て、次にセットキーを押します。 
このとき表示の点滅は“印字パタ
ーン”から“印字位置”に移ります。 

次に、変更キーを押して、“印字位
置”を“1”（左揃え）に合わせて、
次にセットキーを押します。  
このとき表示の数字が点滅から
点灯に変わります。 

アイウエオ　ホテル 
6-21   '05 
 
チヨダク　オオテマチ 

····· 
····· 
 
····· 

1行目 
2行目 

（月－日　年） 
3行目 

例 スペース 

（ 

（ 

（ 

文字位置 1

4b 4C 4d 4E 4F 01 68 5d 73 00

ア イ ウ エ オ  ホ テ ル 

2 3 4 5 6 7 8 9 10

文字コード 

文 字  スペ 
ース 改行 

改行 

１
行
目 

文字位置 1

27 44 28 01 26 00

月 － 日 年  

2 3 4 5 6

文字コード 

文 字  スペ 
ース 改行 

２
行
目 

文字位置 1

5b 70 5A 83 52 01 4F 4F 5d 69 5b 00

チ ヨ ダ  ク  オ オ テ マ チ  

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

文字コード 

文 字  スペ 
ース 改行 

３
行
目 

印字 
パターン 

選択 セット 変更 

印字位置 
左揃え 
中央揃え 
右揃え 

設定値 
1* 
2 
3

印字 
パターン 

印字 
パターン 

選択 セット 変更 

印字位置 

印字 
パターン 

選択 セット 変更 

印字 
パターン 

選択 セット 変更 

改行 

改行 

*は初期設定値 
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16 16

選択キーを押して、“▲”印を“コ
メント”に合わせます。 
このとき、“文字位置”が点滅し
ます。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、“１”文字目に“ア”を印字
するので、“文字位置”が“1”で点滅
している状態で、セットキーを押し
ます。  
このとき表示の点滅は“文字位置”か
ら“文字コードの1桁目”に移ります。 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

選択 セット 変更 

コメント 
文字位置 

選択 セット 変更 

コメント 

コメント 

4

5

次に、変更キーを押して、“ア”
(4b)の“文字コードの１桁目”の“4”
に合わせて、セットキーを押します。
このとき表示の点滅は“文字コー
ドの１桁目”から“文字コードの2
桁目”に移ります。 

6

変更キーを押して、“ア”(4b)の“文
字コードの２桁目”の“b”に合わ
せて、セットキーを押します。 
 
数字は、0、1、2……8、9、a、b……
E、Fの順番で変わります。 
数字の6は　と表示され、アルフ
ァベットのbは　と表示されます。 

7

このとき表示は、“文字コードの
2桁目”から“文字位置”に移り、“2”
が点滅します。 

8

例では、“2”文字目に“イ”を印字
すので、“文字位置”が“2”で点滅
している状態で、セットキーを押
します。 
このとき表示の点滅は“文字位置”
から“文字コードの１桁目”に移
ります。 
 

9

コメント 

選択 セット 変更 

コメント コメント 
“ア”(4b)の文字 
コードの2桁目 

文字コード 
の2桁目 

1行目 

2文字目 

文字コードの1桁目 

“ア”(4b)の文字 
コードの1桁目 
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次に、変更キーを押して、“イ” 
(4C)の“文字コードの1桁目”の“4”
に合わせて、セットキーを押します。 
このとき表示の点滅は“文字コー
ドの1桁目”から“文字コードの2
桁目”に移ります。 

変更キーを押して、“イ” (4C)の“文
字コードの2桁目”の“C”に合わ
せて、セットキーを押します。 
 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

10

11

このとき表示は、“文字コードの
2桁目”から“文字位置”に移り、“3”
が点滅します。 
3文字目以降の文字も、変更キー
とセットキーを使って1、2文字目
と同様に設定します。 

12

1行目の最後の“文字位置”の“9”
に“ル”の“文字コード”の“5A”
を設定します。 
 

13

1行目の最後に、“文字位置”の“10”
に“改行”の“文字コード”の“00”
を設定してください。 
 
必ず1行目の最後の文字の次の
文字位置に“改行”の“文字コー
ド”の“00”を設定してください。 
この設定をすることで2行目の
設定に移行できます。 

14

これで、1行目の文字の設定が確
定し、2行目の設定に移ります。 
このとき、“文字位置”が点滅しま
す。 
 

15

1文字目 

3文字目 

9文字目 

2行目 

“イ”(4C)の文字 
コードの1桁目 

“イ”(4C)の文字 
コードの2桁目 

• • •
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18

2行目も1行目と同様に変更キー
とセットキーを使って設定します。 
例では、2行目の“1”文字目に“月”
を印字するので、“文字位置”が“1”
で点滅している状態で、セットキ
ーを押します。  
このとき表示の点滅は“文字位置”
から“文字コード”に移ります。

次に、変更キーを押して、“月”
(27) の“文字コードの1桁目”の“2”
に合わせて、セットキーを押しま
す。 
このとき表示の点滅は“文字コー
ドの1桁目”から”文字コードの2
桁目”に移ります。 

選択 セット 変更 

コメント 

コメント 

選択 セット 変更 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

16

17

変更キーを押して、“月”(27)の 
“文字コードの2桁目”の“７”に合
わせて、セットキーを押します。 
 

18

このとき表示は、“文字コードの
2桁目”から“文字位置”に移り、“2”
が点滅します。 
2文字目以降の文字も、変更キー
とセットキーを使って1文字目と
同様に設定します。 

19

2行目の最後に、“文字位置”の“6”
に“改行”の“文字コード”の“00”
を設定してください。 
 
必ず2行目の最後の文字の次の
文字位置に“改行”の“文字コー
ド”の“00”を設定してください。 
この設定をすることで3行目の
設定に移行できます。 
 

20
 

“月”(27)の文字 
コードの1桁目 

2文字目 

• • •

“月”(27)の文字 
コードの2桁目 

18
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19 19

これで、2行目の文字の設定が確
定し、3行目の設定に移ります。 
このとき、“文字位置”が点滅しま
す。 
 
 

3行目も1、2行目と同様に変更キ
ーとセットキーを使って設定しま
す。 
例では、3行目の“1”文字目に“チ”
を印字するので、“文字位置”が“1”
で点滅している状態で、セットキ
ーを押します。  
このとき表示の点滅は“文字位置”
から“文字コード”に移ります。

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 21

22

次に、変更キーを押して、“チ”
(5b) の“文字コードの1桁目”の“5”
に合わせて、セットキーを押しま
す。 
このとき表示の点滅は“文字コー
ドの1桁目”から”文字コードの2
桁目”に移ります。 
 

23

24 変更キーを押して、“チ”(5b)の“文
字コードの2桁目”の“b”に合わ
せて、セットキーを押します。 
 

25 このとき表示は、“文字コード”か
ら“文字位置”に移り、“2”が点滅
します。  
2文字目以降の文字も、変更キー
とセットキーを使って1文字目と
同様に設定します。 
 

“チ”(5b)の文字 
コードの1桁目 

選択 セット 変更 

コメント 

• • •

1文字目 
3行目 

選択 セット 変更 

コメント 
2文字目 

“チ”(5b)の文字 
コードの2桁目 



24

20 20

3行目の最後に、“文字位置”の“12”
に“文字コード”の“00”を設定し
てください。 
 
必ず3行目の最後の文字の次の
文字位置に“改行”の“文字コー
ド”の“00”を設定してください。 
この設定をすることで、1行目
の設定に移行できます。 
 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

26

27 最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に戻
します。 
「日付」「時刻」の表示になり、
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 

コロン 

日付 

内容 
文字の挿入 
文字の削除 
行の挿入 
行の削除 

コード 
F8 
F9 
FA 
Fb

内容 
1行目と2行目の入れ換え 
2行目と3行目の入れ換え 
1行目と3行目の入れ換え 
全削除 

コード 
FC 
Fd 
FE 
FF

任意コメントの編集の仕方 
 

以下の文字コードを使って編集します。 
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任意コメントの印字位置の設定  

選択キーを押して、“▲”印を“印
字パターン”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 

例では、“印字パターン”は“30” 
（任意コメント）のまま変更しま
せんので、このままセットキーを
押します。 
このとき表示の点滅は“印字パタ
ーン”から“印字位置”に移ります。 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に
戻します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 

次に、変更キーを押して、“印字位
置”を“2”（中央揃え）に合わせて、
次にセットキーを押します。  
このとき表示の数字が点滅から
点灯に変わります。 

印字 
パターン 

選択 セット 変更 

印字 
パターン 

印字 
パターン 

選択 セット 変更 

印字位置 

印字 
パターン 

選択 セット 変更 

アイウエオ　ホテル 
6-21   '05 

チヨダク　オオテマチ 

左揃え 

アイウエオ　ホテル 
6-21   '05 

チヨダク　オオテマチ 

中央揃え 

アイウエオ　ホテル 
6-21   '05 

チヨダク　オオテマチ 

右揃え 

例  印字位置を“中央揃え”にする場合 

4

コロン 

日付 

印字位置 
左揃え 
中央揃え 
右揃え 

設定値 
1* 
2 
3

*は初期設定値 
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任意コメントの変更のしかた 
 
例  2行目の“年”を“時刻”に変更する場合 

選択キーを押して、“▲”印を“コ
メント”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 

変更キーを押して、“文字位置”を
1行目の最後の“10”に合わせます。 

次に、セットキーを3度押して、
1行目の最後の“文字位置”の“10”
に“改行”の“文字コード”の“00”
を設定してください。 
これで、2行目の設定に移ります。 
このとき、“文字位置”が点滅しま
す。 
 

アイウエオ　ホテル 
6-21   '05 
チヨダク　オオテマチ 

アイウエオ　ホテル 
6-21   10:03 
チヨダク　オオテマチ 

文字位置 1

27 44 28 01 26 00

月 － 日 年  

2 3 4 5 6

文字コード 

文 字  スペ 
ース 改行 

２
行
目 

文字位置 1

27 44 28 01 2A 00

月 － 日 時刻  

2 3 4 5 6

文字コード 

文 字  スペ 
ース 改行 

２
行
目 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

• • •

“改行”の文字 
コードの“00” 

文字位置 
文字コード 
の2桁目 

1行目 

2行目 

文字コードの1桁目 
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変更キーを押して、“文字位置”
が“5”で点滅している状態で、 
セットキーを押します。  
このとき表示の点滅は“文字位置”
から“文字コードの1桁目”に移り
ます。 

4

“文字コードの1桁目”は“2”のま
ま変更しませんので、このまま 
セットキーを押します。  
このとき表示の点滅は“文字コー
ドの1桁目”から“文字コードの2
桁目”に移ります。 
 

5

変更キーを押して、“文字コード
の2桁目”を“6”から“A”に変更し
して、セットキーを押します 
これで文字の変更ができました。
  
 

6

3行目も1行目と同様に操作して、
最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に戻
します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 
 

7

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

選択 セット 変更 

コメント 

コロン 

日付 

 
“時刻”の文字 
コードの“2A” 

 
“年”の文字コード 

の“26” 
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年号印字の設定  

•印字パターンの中に“年”の印字が入る場合には、“西暦”と“平成”の選択ができます。 
 
例　“年号”の印字を“西暦”から“平成”にする場合 

選択キーを押して、“▲”印を 
“年号”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、変更キーを押して、“年号”
を“2”（平成）に合わせて、セット
キーを押します。  
これで“年号”の印字を“平成”に
設定できました。 
このとき表示の数字が点滅から
点灯に変わります。 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に戻
します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認し
てからカバーをつけてご使用くだ
さい。 
 

選択 セット 変更 

年号 

選択 セット 変更 

年号 

コロン 

日付 

年号 
西暦 
平成 

印字例 
　　　　6-21 '05 
　　　　6-21 平17 

設定値 
1* 
2 

*は初期設定値 
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印字方法の設定 
 

例　用紙に対する“印字の向き”の設定を“用紙「左」基準”にし、“印字の仕方”を 
“手動印字（紙検知無し）”にする場合 
 

選択キーを押して、“▲”印を“印
字方法”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、変更キーを押して、用紙
に対する“印字の向き”を“2”(用
紙「左」基準）に合わせて、セット 
キーを押します。 
これで“印字の向き”を“用紙「左」
基準”に設定できました。  
このとき表示の点滅は、用紙に対
する“印字の向き”から“印字の仕
方”に移ります。 

用紙に対する印字の向き 
用紙「右」基準 
用紙「左」基準 

設定値 
1* 
2 

選択 セット 変更 

印字 
方法 

印字の 
仕方 

印字の 
向き 

選択 セット 変更 

印字 
方法 

用紙「右」基準 用紙「左」基準 

*は初期設定値 
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変更キーを押して、“印字の仕方”
を“3”（手動印字（紙検知無し））”
に合わせて、セットキーを押しま
す。 
これで“印字の仕方”を“手動印字
（紙検知無し）”に設定ができまし
た。 
このとき表示の数字が点滅から
点灯に変わります。 

コロン 

日付 

 
用紙を奧まで差し込むだけの印字 
用紙を奧まで差し込み、かつ 
“印字スイッチ”を押しての印字 
“印字スイッチ”を押しての印字 
用紙を奧まで差し込むだけ、または
“印字スイッチ”を押しての印字 

 
自動印字 

手動印字（紙検知有り）
 

 
手動印字（紙検知無し） 

自動－手動印字の併用 

設定値 
1* 

2
 
 
3 

4
 
 

選択 セット 変更 

印字 
方法 

印字スイッチ 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に戻
します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 
 

4

印字の仕方 

*は初期設定値 
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サマータイムの設定 
 

 

サマータイムの実行時間   

サマータイム開始日の午前2時になると自動的に時刻が1時間

進み午前3時となり、サマータイム終了日午前2時になると自

動的に時刻が1時間戻り午前1時となるようになっています。 

サマータイムの実行日　   

例えば 

開始日　2005年 4月 3日（日曜日） 

終了日　2005年10月30日（日曜日） 

と設定した場合、タイムレコーダーは開始日を4月の最初の日

曜日、終了日を10月の最後の日曜日と記憶します。一度設定

していただければ翌年からのサマータイムの設定はタイムスタ

ンプが自動的に　 

開始日　4月の最初の日曜日 

終了日　10月の最後の日曜日 

と更新しますので、その後の設定は不要です。 

工場出荷時は、サマータイム開始日、サマータイム終了日の設定はされていません。 

サマータイムの設定は、その年の開始日と終了日の月日を入力することにより行
います。 

次の例でサマータイムの設定方法を説明します。 

今　日（現在日）　　2005年 1 月31日（月） 
サマータイム開始日　2005年 4 月 3 日（日）＜ 4 月最初の日曜日＞ 
サマータイム終了日　2005年10月30日（日）＜10月最後の日曜日＞ 

タイムレコーダのサマータイム機能について 
 

例 
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サマータイム開始日の設定 
 

例　開始日：4月の最初の日曜日の場合（2005年4月3日の場合） 
 

選択キーを押して、“▲”印を“サ
マータイム設定”に合わせます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

例では、“年”は2005年のまま変
更しませんので、このままセット
キーを押します。 
このとき表示の点滅は、“年”から 
“月”に移ります。 

サマータイム開始の“月”を設定
します。 
変更キーを押して、“4”月に合わ
せ、次にセットキーを押します。
これで４月が設定できました。 
このとき表示の点滅は、“月”から 
“日”に移ります。 

サマータイム開始日の“日”を設
定します。 
変更キーを押して、“3”日に合わ
せ、次にセットキーを押します。
これで３日が設定できました。
このとき表示の“日”の点滅が点
灯に変わり日曜日の下に“▲”印
が点灯します。これでサマータイ
ム開始日の設定が終了しました。 

 

選択 セット 

日 月 年 

変更 

この設定の終了後、数秒すると、
サマータイム終了日の設定に移
ります。 
サマータイム終了日の設定方法
は次ページを参照ください。 
 

4

5

"   " 印は、サマー 
タイム開始日の設定 

選択 セット 変更 

選択 セット 変更 

選択 セット 変更 

選択 セット 変更 

日 

サマータイム 
設定 

サマータイム 
設定 

サマータイム 
設定 

サマータイム 
設定 

サマータイム 
設定 



33

29 29

サマータイム終了日の設定 
 

例　終了日：10月の最後の日曜日の場合（2005年10月30日の場合） 

選択キーを押して、“▲”印を右横
の“サマータイム設定”に合わせ、
サマータイムの開始日の設定が
終了して、数秒すると、サマータ
イム終了日の設定に移ります。 
 
点滅している数字を変更できます。 

例では、“年”は2005年のまま変
更しませんので、このままセット
キーを押します。 
このとき表示の点滅は、“年”から
“月”に移ります。 

サマータイム終了の“月”を設定
します。 
変更キーを押して、“10”月に合
わせ、次にセットキーを押します。
これで10月が設定できました。 
このとき表示の点滅は、“月”から
“日”に移ります。 

サマータイム終了日の“日”を設
定します。 
変更キーを押して、“30”日に合
わせ、次にセットキーを押します。
これで30日が設定できました。
このとき表示の“日”の点滅が点
灯に変わり日曜日の下に“▲”印
が点灯します。これでサマータイ
ム終了日の設定が終了しました。 

 

選択 セット 

日 月 年 

変更 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に戻
します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 

4

5

"   " 印は、サマー 
タイム終了日の設定 

選択 セット 変更 

選択 セット 変更 

選択 セット 変更 

日 

サマータイム 
設定 

サマータイム 
設定 

サマータイム 
設定 

サマータイム 
設定 

コロン 

日付 
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サマータイム設定を取り消す場合  

•一度設定されたサマータイム設定を取り消す場合“サマータイムの開始日”の“月”
の表示を“     ”とすることによりサマータイムは無効になります。 

選択キーを押して、“▲”印を右
横の“サマータイム設定”に合わ
せます。 
このとき、数字が点滅します。 
 
点滅している数字を変更できます。 
 

“年”は変更しませんので、このま
まセットキーを押します。 
このとき表示の点滅は、“年”から 
“月”に移ります。 

サマータイム開始の“月”を変更
キーを押して、“    ”に合わせ、
次にセットキーを押します。これ
でサマータイム設定を取り消す
ことができました。 
このとき表示の点滅は、“          ” 
になります。 

 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に戻
します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 

4

選択 セット 変更 

日 

サマータイム 
設定 

選択 セット 変更 

日 

サマータイム 
設定 

選択 セット 変更 

日 

サマータイム 
設定 

コロン 

日付 

選択 セット 変更 

日 

サマータイム 
設定 
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ナンバー印字の設定  
•印字するナンバーの“桁数”（1～8）、同じナンバーを繰返して印字する場合の“繰
返回数”(0～9)、“ナンバーリセット”の方法を設定します。 

 

例　ナンバーの“桁数”を“４”桁、繰返して印字する場合の“繰返回数”を“２”、 
“ナンバーリセット”を“「0」に戻す”に設定する場合 

選択キーを押して、“▲”印を“ナ
ンバー印字設定”に合わせます。 
 
点滅している数字を変更できます。 

例では、変更キーを押して、“桁数”
を“4”桁に合わせて、セットキー
を押します。 
これで“桁数”を“4”桁に設定で
きました。 
ナンバー桁数は1～8桁まで設定
できます。（初期設定値は“6”桁） 
このとき表示の点滅は、“桁数”か
ら“繰返回数”に移ります。 

同じナンバーを繰返して印字す
る場合の“繰返回数”を設定します。 
変更キーを押して、“繰返回数”を
“2”回に合わせ、次にセットキー
を押します。これで“繰返回数”を
“2”回に設定できました。 
繰返回数は0～9回まで設定でき
ます。（初期設定値は“0”） 
このとき表示の点滅は、“繰返回数”
から“ナンバーリセット”に移り
ます。 
 

 

選択 セット 変更 

ナンバー 
印字設定 

選択 セット 変更 

ナンバー 
印字設定 

選択 セット 変更 

ナンバー 
印字設定 

繰返回数 ナンバー 
リセット 桁数 

印字例）“6”桁の場合　123456　6-21 '05 
　　　　“4”桁の場合　1234 6-21  '05

印字例）“0”回の場合（1回目）123456　6-21 '05 
　　　　“0”回の場合（2回目）123456　6-21 '05 
　　　　“0”回の場合（3回目）123456　6-21 '05 
　　　　“0”回の場合（4回目）123456　6-21 '05 
　　　　“0”回の場合（5回目）123456　6-21 '05 
　　　　“2”回の場合（1回目）123456　6-21 '05 
　　　　“0”回の場合（2回目）123456　6-21 '05 
　　　　“0”回の場合（3回目）123457　6-21 '05 
　　　　“0”回の場合（4回目）123457　6-21 '05 
　　　　“0”回の場合（5回目）123458　6-21 '05 



36

32 32

“ナンバーリセット”の方法を設
定します。 
変更キーを押して、“ナンバーリ
セット”を“3”（「0」に戻す）に合
わせ、次にセットキーを押します。 
これで“ナンバーリセット”を“「0」
に戻す”に設定できました。 
このとき表示の数字が点滅から
点燈に変わります。 

最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に戻
します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 

4

5

コロン 

日付 

選択 セット 変更 

ナンバー 
印字設定 

ナンバーリセットの設定内容 
リセットしない 
日付が変わった時に戻す（次ページ参照） 
日付が変わった時に「0」に戻す 

設定値 
1* 
2 
3 

*は初期設定値 
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ナンバーの初期値の設定  

•印字するナンバーの初期値を設定します。設定した値は“ナンバーリセット”の設

定を“2”に設定した場合の初期値になります。 

 

例　ナンバーの“初期値”を“123”に設定する場合 
 

選択キーを押して、“▲”印を“ナ
ンバーの初期値”に合わせます。 
このとき初期値の１桁目の“  ”が
点滅します。 

例では、変更キーを押して、初期
値の1桁目を“1”に合わせて、 
セットキーを押します。 
このとき“1”の次に初期値の2桁
目の“   ”が点滅します。 
 

1桁目と同様に、変更キーを押し
て、初期値の2桁目を“2”に合わ
せて、セットキーを押します。 
このとき“2”の次に初期値の3桁
目の“   ”が点滅します。 

3桁目も1、2桁目と同様に、変更
キーを押して、初期値の3桁目を“3”
に合わせて、セットキーを押しま
す。 
このとき“3”の次に初期値の4桁
目の“   ”が点滅します。 
 
ナンバーの“桁数”を“3”に設
定してある場合は、4桁目に 
“   ”は表示されません 
 

 

選択 セット 変更 

4

ナンバー 
印字設定 

1桁目 

選択 セット 変更 

ナンバー 
印字設定 

2桁目 1桁目 

選択 セット 変更 

ナンバー 
印字設定 

3桁目 

選択 セット 変更 

ナンバー 
印字設定 
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選択 セット 変更 

4桁目は設定しないので、“  ”の
ままセットキーを押します。 

5
ナンバー 
印字設定 

コロン 

日付 
最後にセットキーを押して設定モ
ードから、通常のご使用状態に戻
します。 
「日付」「時刻」の表示になり、 
コロンが点滅しているのを確認
してからカバーをつけてご使用
ください。 

6
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6.リセットのしかた 
すべての設定を初期の状態（工場出荷時の状態）に戻したいときには、先の細いもの

で“リセットスイッチ”を押してください。 

リセットすることにより、お客様が設定した内容は消えてしまいます（初期の状

態に戻ります）のでご注意ください。 

設定をしなおす場合には「設定のしかた」をご参照ください。 

 

リセットスイッチ 
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7.壁掛け方法 
付属のネジを使って、タイムスタンプを壁に掛けることができます。 

同梱されているネジは木造の厚い壁や木の柱でご使

用されることを前提としており、それ以外の条件の場

所ではご使用にならないようにしてください。 

タイムスタンプが落下してお客様がケガを
されたり、また本体の故障の原因となる
おそれがあります。 

付属の壁掛け取り付けネジ2本を、
横85mmの間隔で壁に取り付け
ます。このときネジの頭を6mm
ほど出して、取り付けてください。 
 

上ケースをはずしてタイムスタ
ンプ本体の裏面にある壁掛け用
穴（上2ヶ所）を使って壁に掛けま
す。 
 

上ケースを戻してご使用ください。 

壁掛け用穴 

85mm
6mm
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8.リボンの交換 
印字される文字がうすくなった場合は、リボンカセットを交換してください。 

カギ 

上ケース 

リボンカセット 
ガイド 

リボンカセット 
ガイド 

リボンカセット 
 

ツマミ 

左図のように“カギ”を開け、“上
ケース”を持ち上に引き上げ外し
ます。 
 

古い“リボンカセット”の“取っ手”
を持ち、左図のように“リボンカ
セット”を横に引き出し、“リボン
カセットガイド”からはずします。 
 

新しい“リボンカセット”を左図
のように、“リボンカセットガイド”
に“ツメ”がパチッと音がするま
で押し込んでください。入れずら
い場合は“リボンカセット”の“ツ
マミ”をまわしながら入れてくだ
さい。 
 

新しい“リボンカセット”の“ツマ
ミ”を矢印の方向に回して、“リボ
ン”のたるみをとります。 
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装着した“リボンカセット”の“ツ
マミ”を矢印の方向に回して、リボ
ンのたるみをとります。 

左図のように“上ケース”を戻し 
“カギ”を閉めます。 

プリントヘッド 

6

5

7

リボンマスク 

リボン 

新しいリボンカセットを入れるときには、次のことに注意してください。 

下図のようにリボンが、プリントヘッドとリボンマスクの間に入る

ようにリボンカセットを入れてください。 

リボン交換時のご注意 
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9.文字コード一覧 
コード 文字 コード 文字 

コード 文字 

コード 文字 

改行 

スペース 
– 

4

文字挿入 

文字削除 

行挿入 

行削除 

1-2行入換え 

 2-3行入換え 

 3-1行入換え 

全削除 

英数大文字（太） 
フォント  
サイズ 

フォント  
サイズ 

注1）コード＝26のフォントサイズの（）内の値は、西暦印字の桁数を2桁に設定した場合 
注2）コード＝2A,2Bのフォントサイズの（）内の値は、時刻表示をAM/PM表示に設定した場合
注3）コード＝2C～30のフォントサイズの（）内の値は、ナンバーの桁数 
 

コード 文字 フォント  
サイズ コード 文字 フォント  

サイズ 
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コード 文字 

ｱ 

ｲ 

ｳ 

ｴ 

ｵ 

ｶ 

ｷ 

ｸ 

ｹ 

ｺ 

ｻ 

ｼ 

ｽ 

ｾ 

ｿ 

ﾀ 

ﾁ 

ﾂ 

ﾃ 

ﾄ 

ﾅ 

ﾆ 

ﾇ 

ﾈ 

ﾉ 

9 

8 

9 

9 

9 

9 

9 

8 

9 

7 

9 

8 

9 

9 

7 

8 

9 

8 

9 

6 

9 

8 

8 

8 

6

8  

8  

8  

7  

7  

9  

4  

5  

7  

8  

8  

5  

6  

7  

7  

7  

7  

7  

7  

7  

7  

7  

7  

ｫ 

ｬ 

ｭ 

ｮ 

ｯ 

ｰ 

ﾞ 

ﾟ 

｡ 

｢ 

｣ 

､ 

･ 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9

カタカナ 
フォント  
サイズ 

Note:  ( ) is to indicate the following meanings.
     Code=6F: 2 digits setting of YEAR, Code=73 and 74:AM/PM setting of HOUR,
     Code=75 to79: Number digits depend on the setting.

コード 文字 

ﾊ 

ﾋ 

ﾌ 

ﾍ 

ﾎ 

ﾏ 

ﾐ 

ﾑ 

ﾒ 

ﾓ 

ﾔ 

ﾕ 

ﾖ 

ﾗ 

ﾘ 

ﾙ 

ﾚ 

ﾛ 

ﾜ 

ﾝ 

ｦ 

ｧ 

ｨ 

ｩ 

ｪ 

9 

8 

8 

9 

8 

9 

7 

9 

7 

9 

9 

9 

7 

8 

7 

9 

8 

9 

9 

8 

8 

8 

7 

8 

8

フォント  
サイズ コード 文字 フォント  

サイズ 
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コード 文字 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

L 

M 

N 

O 

P 

Q 

R 

S 

T 

U 

V 

W 

X 

Y 

Z 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

5 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

7

27(38) 

41(58) 

7x(n) 

7x(n) 

7x(n) 

7x(n) 

7x(n) 

7 

7 

7 

6 

7 

6 

5 

4 

6 

5 

6 

7 

7 

6 

 

4 

7 

7 

5 

6 

5 

7 

5 

5 

5 

9

時：分 

時：分：秒 

ナンバー 

ナンバー 

ナンバー 

ナンバー 

ナンバー 

# 

$ 

@ 

[ 

＼ 

] 

^ 

｀ 

{ 

｜ 

} 

～ 

 

¥ 

 

´ 

* 

+ 

, 

- 

. 

/ 

: 

; 

_ 

&

英数文字（小） 
フォント  
サイズ 

注1）コード＝d2のフォントサイズの（）内の値は、西暦印字の桁数を2桁に設定した場合 
注2）コード＝d6,d7のフォントサイズの（）内の値は、時刻表示をAM/PM表示に設定した場合  
注3）コード＝d8～dCのフォントサイズの（）内の値は、ナンバーの桁数 
 

コード 文字 

7 

8 

9 

a 

b 

c 

d 

e 

f 

g 

h 

I 

j 

k 

l 

m 

n 

o 

p 

q 

r 

s 

t 

u 

v 

w 

x 

y 

z 

年 

月 

日 

曜日 

7 

7 

7 

6 

6 

6 

6 

6 

5 

6 

6 

3 

4 

6 

3 

7 

6 

6 

6 

6 

6 

6 

5 

6 

6 

7 

7 

6 

7 

25(16) 

19 

13 

13

フォント  
サイズ コード 文字 フォント  

サイズ 
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10.仕様一覧 
時計表示 
日付表示 
 
精　　度 
 
印字方式 
印字方法 
 
 
 
 
印字パターン　 
 
ナンバリング　　
　　　　 
リ ボ ン 
 
最大用紙厚 
複写可能枚数 
 
 
消費電力 
電　　圧 
温　　度 
湿　　度 
 
メモリー保持 
月末調整 
質　　量 
サ イ ズ 

デジタル 
デジタル 
水晶発振式 
月平均±15秒以内（常温） 
 
ドットインパクト式 
①用紙を検知することによる自動印字 
②用紙を検知し、かつ印字スイッチを押しての印字 
③印字スイッチを押しての手動印字 
④用紙を検知することによる自動印字または、印字スイッチ
　を押しての手動印字 
年・月・日・曜日・時・分・ナンバー・コメントの組み合わせ、ま
たは、任意コメント 
①桁数　最大8桁 
②同じナンバーの繰返し回数　0～9回（任意設定） 
カセット式、紫単色 
 
3mm以下 
オリジナル＋4枚＜参考値＞ 
（ただし、紙質、紙厚により異なります。） 
 
9W 
100V±10%　50／60Hz 
－5℃～45℃ 
20%～80%　ただし結露なきこと 
 
工場出荷時より停電累計時間3年間 
万年カレンダーによる自動調整（2099年まで） 
約1.8Kg 
156（Ｗ）×181（Ｈ）×177（Ｄ）mm 
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